
口絵 2　禁裏晴蹴鞠記指図（宮内庁書陵部所蔵。原本では西が上）



口絵 3　平野祭参向記指図（国立歴史民俗博物館所蔵。原本では北が上）



綱光公記（遠藤・須田・田中・桃崎）（ 51 ）

は
じ
め
に

『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
紀
要
』
二
〇
号
～
二
五
号
で
は
広
橋
綱
光
（
一
四
三
一

―
七
七
）
の
文
安
三
年
（
一
四
四
六
）
か
ら
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
ま
で
の
暦
記

の
翻
刻
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
二
六
号
よ
り
再
び
時
代
を
さ
か
の
ぼ
り
日
次
記
の
紹

介
を
行
っ
て
い
る
。
今
号
で
は
宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
）
七
月
～
九
月
記
、
享
徳
二

年
（
一
四
五
三
）
の
禁
裏
晴
蹴
鞠
記
、
綱
光
公
平
野
祭
参
向
記
を
翻
刻
す
る
。
本
記

の
概
略
に
つ
い
て
は
二
〇
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
の
時
期
の
将
軍
は
足
利
義
政
、
天
皇
は
後
花
園
天
皇
、
院
は
文
安
四
年
に
尊
号

宣
下
を
受
け
た
伏
見
宮
貞
成
親
王
（
後
崇
光
院
。
文
安
五
年
尊
号
辞
退
）
で
あ
る
。

ま
ず
宝
徳
三
年
記
七
月
～
九
月
記
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
の
自
筆
本
『
綱

光
公
記　

自
宝
徳
三
年
四
月
二
十
日
至
九
月
四
日
』（
Ｈ
六
三
─
六
六
六
）
を
底
本

と
し
た
。
題
箋
に
は
「
綱
光
公
記
〈
自
宝
徳
三
年
四
月
二
十
日
（
首
欠
）
―
九
月
四

日　

自
筆
本　

一
巻　
『
綴
合
改
め
た
る
と
ほ
り
』」
と
あ
る
。
本
記
は
間
明
一
行
の

宝
徳
二
年
具
注
暦
を
翻
し
て
使
用
し
て
お
り
、
所
々
に
貼
継
紙
や
裏
書
が
あ
る
。

こ
の
年
綱
光
は
二
一
歳
、
位
階
は
正
五
位
上
、
官
職
は
蔵
人
・
権
右
中
弁
・
右
兵

衛
佐
で
あ
っ
た
。
七
月
七
日
、
禁
裏
で
七
夕
御
会
が
行
わ
れ
た
。
綱
光
も
参
加
し
、

漢
詩
を
献
じ
て
い
る
。
そ
の
日
記
の
裏
書
に
は
、
子
息
が
誕
生
し
た
記
事
が
見
え

る
。
綱
光
に
は
、
宝
徳
元
年
（
一
四
四
九
）
に
長
男
兼
顕
が
生
ま
れ
て
い
る
。
本
日

条
で
誕
生
し
た
の
は
、
次
男
で
あ
ろ
う
か
。『
尊
卑
分
脈
』
に
は
、
子
息
が
四
人
記

さ
れ
て
い
る
が
、
兼
顕
以
外
の
生
年
は
不
明
で
あ
る
。
あ
る
い
は
二
番
目
に
記
さ
れ

る
光
慶
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
光
慶
は
長
じ
て
興
福
寺
修
南
院
に
入
り
、
興
福

寺
別
当
を
勤
め
た
。

誕
生
の
め
で
た
さ
の
一
方
、
八
月
六
日
に
は
母
方
の
祖
母
に
あ
た
る
白
川
資
忠
室

が
八
〇
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
遺
体
は
瑞
雲
院
に
運
ば
れ
、
母
豊
子
女
王
ら
が
向

か
っ
て
い
る
。
葬
送
は
八
日
に
行
わ
れ
た
。

八
月
二
三
日
に
は
、
一
乗
院
教
玄
が
逐
電
し
た
と
の
情
報
が
届
い
た
。
教
玄
は
美

濃
に
赴
き
、
九
月
一
日
に
帰
寺
し
た
。
ま
た
こ
の
頃
、
兵
庫
関
を
め
ぐ
っ
て
興
福
寺

と
幕
府
が
争
い
、
興
福
寺
で
は
春
日
社
神
木
の
動
座
を
企
て
て
い
る
。
神
木
動
座

は
、
本
殿
か
ら
移
殿
、
金
堂
前
、
木
津
、
宇
治
、
洛
中
と
い
く
つ
か
の
段
階
が
あ
る

史
料
紹
介綱

光
公
記

―
―
宝
徳
三
年
七
月
～
九
月
記
、
禁
裏
晴
蹴
鞠
記
、
綱
光
公
平
野
祭
参
向
記
―
―

遠　
　

藤　
　

珠　
　

紀

須　
　

田　
　

牧　
　

子

田　
　

中　
　

奈　
　

保

桃　
　

崎　
　

有 

一 

郎
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（
上
野
麻
彩
子
ほ
か
「「
神
木
御
動
座
度
々
大
乱
類
聚
」
の
翻
刻
と
紹
介
」『
早
稲
田

大
学
高
等
研
究
所
紀
要
』
三
、
二
〇
一
一
年
）。
宝
徳
三
年
に
は
、
八
月
一
七
日
に

南
都
の
七
大
寺
が
閉
門
し
、
九
月
一
日
に
移
殿
に
動
座
し
た
。
綱
光
は
九
月
三
日

に
、
春
日
社
の
大
中
臣
家
徳
か
ら
動
座
の
知
ら
せ
を
聞
い
て
い
る
。『
綱
光
公
記
』

は
残
念
な
が
ら
翌
四
日
条
ま
で
し
か
残
ら
な
い
が
、
神
木
は
二
四
日
に
帰
座
し
て
い

る
。
神
木
動
座
は
康
暦
元
年
（
一
三
七
九
）
以
来
の
大
事
件
で
あ
っ
た
。
八
月
二
三

日
条
に
「
神
託
」
が
あ
っ
た
と
見
え
る
が
、『
大
乗
院
日
記
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
三

年
の
う
ち
に
畠
山
一
家
が
滅
亡
す
る
と
の
神
託
だ
っ
た
と
い
う
。

八
月
二
六
日
、
止
雨
奉
幣
が
行
わ
れ
た
（『
康
富
記
』）。
こ
れ
は
一
六
日
に
続
く

二
度
目
の
奉
幣
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
日
記
で
は
晴
れ
が
続
い
て
い
る
が
、『
康
富

記
』
に
記
さ
れ
た
こ
の
時
の
宣
命
で
は
、
豪
雨
に
農
業
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い

る
。
あ
る
い
は
台
風
で
あ
ろ
う
か
（
新
暦
の
九
月
二
一
日
に
当
た
る
）。
綱
光
は
情

報
が
混
乱
し
た
の
か
、「
与
雨
奉
幣
」
と
記
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
八
月
二
四
日
・
二
九
日
の
一
条
兼
良
の
江
家
次
第
談
義
に
参
加
し
て
い

る
記
事
が
注
目
さ
れ
る
。
兼
良
は
有
職
故
実
の
大
家
で
、
江
家
次
第
の
注
釈
書
『
江

家
次
第
抄
』
を
著
し
て
い
る
。
生
涯
に
繰
り
返
し
談
義
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
年
八

月
五
日
か
ら
も
冒
頭
か
ら
談
義
が
は
じ
め
ら
れ
た
（
田
村
航
『
一
条
兼
良
の
学
問
と

室
町
文
化
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
年
）。
綱
光
は
二
四
日
が
初
参
加
だ
っ
た
と
い

う
（『
康
富
記
』
同
日
条
）。
正
月
の
儀
式
で
あ
る
二
宮
大
饗
・
大
臣
大
饗
・
叙
位
な

ど
の
談
義
を
聴
聞
し
て
い
る
。
蔵
人
弁
と
し
て
、
朝
儀
を
支
え
る
立
場
と
し
て
も
、

有
職
故
実
の
勉
強
に
励
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

次
の
別
記
二
点
は
、
い
ず
れ
も
享
徳
二
年
の
も
の
で
あ
る
。
綱
光
は
二
三
歳
で
、

正
四
位
下
、
左
中
弁
、
蔵
人
頭
に
昇
っ
て
い
る
。

『
禁
裏
晴
蹴
鞠
記
』
は
、
享
徳
二
年
三
月
二
七
日
に
行
わ
れ
た
禁
裏
晴
御
鞠
御
会

の
記
録
で
、
自
筆
本
が
宮
内
庁
書
陵
部
（
柳
原
本
一
二
六
七
）
に
残
さ
れ
る
。
外
題

題
箋
に
は
「
享
徳
禁
裏
晴
蹴
鞠
記
〈
引
接
院
内
府
自
記
〉」
と
記
さ
れ
る
。
本
記

は
、
す
で
に
五
島
訓
代
氏
が
「【
資
料
紹
介
】
広
橋
綱
光
『
禁
裏
晴
蹴
鞠
記
』・
二
条

持
通
『
於
禁
裏
晴
御
鞠
記
』」（『
書
陵
部
紀
要
』
五
七
、
二
〇
〇
六
年
）
と
し
て
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
五
島
氏
の
史
料
紹
介
に
学
び
つ
つ
、
抹
消
文
字
等
を

含
め
改
め
て
紹
介
し
た
い
。

こ
の
御
会
は
、
後
花
園
天
皇
の
初
度
晴
鞠
御
会
で
、
天
皇
、
伏
見
宮
貞
常
親
王
、

足
利
義
政
以
下
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
た
。
綱
光
は
次
第
を
詳
細
に
記
し
、

鞠
場
の
様
子
や
、
枝
鞠
の
際
の
移
動
経
路
を
図
示
し
て
い
る
（
口
絵
2
参
照
）。
本

記
は
、
反
故
紙
を
翻
し
て
料
紙
に
用
い
て
い
る
が
、
紙
の
長
さ
は
ま
ち
ま
ち
で
、
紙

継
ぎ
目
に
文
章
の
墨
痕
が
見
え
る
箇
所
が
複
数
あ
る
。
綱
光
が
一
度
書
き
進
め
た
の

ち
、
切
断
し
て
別
の
紙
を
貼
り
継
ぎ
、
書
き
直
し
た
痕
跡
で
あ
ろ
う
。
推
敲
を
重
ね

て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
本
記
の
冒
頭
に
は
、「
享
徳
二
年
四
月
」
と
あ

る
。
し
か
し
『
斎
藤
基
恒
日
記
』『
師
郷
記
』、
一
条
兼
良
の
『
雲
井
の
春
』、
二
条

持
通
『
於
禁
裏
晴
御
鞠
記
』『
晴
御
鞠
次
第
』
な
ど
多
く
の
史
料
で
こ
の
晴
御
鞠
は

三
月
二
七
日
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
誤
記
と
判
断
さ
れ
る
。
綱
光
の
自

筆
日
記
で
あ
る
が
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
は
な
く
、
少
し
後
に
な
っ
て
か
ら
ま
と
め
直

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
綱
光
の
日
記
か
ら
は
、
多
少
ず
れ
る
が
、
一
条
兼
良
の
『
雲
井
の
春
』
奥
書

に
は
「
享
徳
二
の
年
春
三
月
廿
七
日
、
内
裏
の
は
れ
の
御
ま
り
の
日
記
、
女
房
に
か

は
り
て
是
を
し
る
す
」
と
あ
る
。
女
房
に
よ
る
、
朝
廷
儀
式
記
録
の
た
め
の
仮
名
日

記
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

最
後
の
『
綱
光
公
平
野
祭
参
向
記
』
は
、
享
徳
二
年
四
月
九
日
の
平
野
祭
に
、
弁

と
し
て
参
向
し
た
時
の
記
録
で
あ
る
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
の
自
筆
本
『
綱
光

公
平
野
祭
参
向
記
（
享
徳
二
年
四
月
九
日
）』（
Ｈ
六
三
─
五
五
）
で
、
題
箋
に

「『
儀
一
三
三
』
綱
光
公
平
野
祭
参
向
記　

享
徳
二
年
四
月
九
日　

完　

自
筆
本　

壱

巻　
『
綴
合
も
と
の
ま
ゝ
』」
と
あ
る
。
前
半
三
紙
は
、
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）
六

月
月
建
～
二
六
日
の
具
注
暦
を
翻
し
て
記
し
て
い
る
。
綱
光
は
任
を
勤
め
る
に
あ
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た
っ
て
万
里
小
路
冬
房
に
教
え
を
乞
い
、
冬
房
が
弁
官
の
時
の
日
記
を
借
り
て
写
し

て
い
る
。
四
紙
目
以
降
は
、
そ
の
冬
房
の
文
安
三
年
（
一
四
四
六
）
一
一
月
八
日
・

宝
徳
元
年
一
一
月
三
日
の
日
記
の
写
し
で
あ
る
。
冬
房
の
室
は
綱
光
の
姉
妹
で
、
綱

光
と
の
交
流
や
弁
官
作
法
の
教
示
を
得
て
い
る
様
子
が
見
え
る
（
宝
徳
三
年
六
月
一

一
日
条
な
ど
）。
別
記
中
に
は
、
人
々
の
動
き
が
図
示
さ
れ
、
当
時
の
平
野
社
の
様

子
が
わ
か
る
点
も
貴
重
で
あ
る
（
口
絵
3
参
照
）。　

こ
れ
ら
の
別
記
に
は
二
点
の
指
図
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
は
口
絵
写
真
で
紹
介
す

る
ほ
か
、
翻
刻
本
文
で
も
原
本
の
該
当
位
置
付
近
に
掲
げ
、
書
き
込
み
に
丸
数
字
を

振
り
、
対
応
す
る
丸
数
字
ご
と
に
翻
刻
を
示
し
た
。
こ
の
う
ち
『
禁
裏
晴
御
鞠
記
』

収
載
の
指
図
で
は
、
五
島
氏
の
翻
刻
に
お
け
る
ト
レ
ー
ス
図
で
原
図
の
抹
消
に
従
っ

て
翻
刻
さ
れ
な
か
っ
た
墨
線
と
書
き
込
み
を
、
参
考
の
た
め
残
し
て
翻
刻
し
た
。

な
お
既
刊
分
の
人
名
比
定
に
つ
き
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
ご
教
示
に
基
づ
き
再
考
し

た
結
果
以
下
の
通
り
改
め
る
。『
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
二
一
号
九
二
頁
享
徳
三

年
六
月
八
日
条
「
景
益
」
の
人
名
注
（
大
神
）
を
（
速
水
）
に
、
二
五
号
九
一
頁
応

仁
元
年
一
一
月
二
九
日
条
「
越
中
景
益
」
の
人
名
注
（
藤
堂
カ
）
を
（
速
水
）
に
、

二
六
号
一
〇
〇
頁
、「
速
水
宿
所
」
の
人
名
注
（
浄
誉
、
景
益
カ
）
を
（
信
景
カ
）

に
、
二
九
号
一
三
五
頁
、
宝
徳
二
年
正
月
一
七
日
条
「
豊
後
宿
所
」
の
人
名
注
（
藤

堂
景
敦
カ
）
を
（
藤
堂
景
富
）
に
、
同
二
三
日
条
「
速
水
宿
所
」
の
人
名
注
（
信

景
）
を
（
信
景
カ
）
に
、
三
二
号
一
四
八
頁
、
宝
徳
二
年
八
月
三
〇
日
条
「
三
河

守
」
の
人
名
注
（
藤
堂
景
盛
）
を
（
藤
堂
景
勝
）
に
改
め
る
。

ご
指
摘
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
今
後
と
も
お
気
づ
き
の
点
は
、
ぜ
ひ
ご
教
示
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

末
筆
な
が
ら
、
調
査
・
翻
刻
を
御
許
可
下
さ
っ
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
宮
内

庁
書
陵
部
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

【
付
記
】
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
二
〇
Ｋ
〇
〇
九
三
三
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

【 

凡
　
例 

】

・
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
文
書
の
貼
り
継
ぎ
が
な
さ
れ
て
い
た
り
、
異
筆
の
場
合

は
、「　

」
で
括
っ
て
示
し
た
。

・
文
字
は
お
お
む
ね
現
時
通
用
の
字
体
に
改
め
、
改
行
は
原
則
と
し
て
追
い
込
み
と

し
た
。
釼
・
躰
な
ど
一
部
は
そ
の
ま
ま
存
し
た
。
挿
入
符
に
よ
る
挿
入
箇
所
は
適

宜
本
文
中
に
追
い
込
み
と
し
た
。

・
本
文
に
は
読
点
お
よ
び
並
列
点
を
加
え
た
。
尊
敬
を
表
す
闕
字
は
適
宜
存
し
た
。

・
欠
損
の
箇
所
は
お
よ
そ
の
字
数
を
計
っ
て
□
ま
た
は
0
1
2

で
示
し
た
。
抹
消

さ
れ
た
文
字
は
左
傍
に
〻
を
付
し
、
判
読
不
能
の
塗
抹
文
字
は
、
お
よ
そ
の
字
数

を
計
っ
て
■
ま
た
は

と
し
た
。
判
読
不
能
の
文
字
は
×⃞
で
示
し
た
。
ま
た

残
画
に
よ
り
文
字
が
推
定
で
き
る
場
合
は
、
そ
の
文
字
を
□
の
中
に
示
し
た
。
繰

り
返
し
記
号
は
、
漢
字
は
「
々
」、
仮
名
は
「
ゝ
」
と
示
し
た
。

・
本
文
中
で
校
訂
に
よ
り
改
め
ら
れ
る
べ
き
文
字
や
加
え
ら
れ
る
べ
き
文
字
は

〔　
　

〕、
人
名
注
な
ど
参
考
の
た
め
の
も
の
は
（　
　

）
に
入
れ
傍
に
記
し
た
。

な
お
人
名
注
は
現
在
通
用
す
る
家
名
お
よ
び
名
を
用
い
、
各
月
の
初
出
時
に
示
し

た
（
例
え
ば
室
町
殿
は
足
利
三
春
あ
る
い
は
義
成
で
な
く
義
政
と
し
た
）。
入
道

し
た
者
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
法
名
を
示
し
、
続
い
て
俗
名
を
示
し
た
。

・
図
版
は
ト
レ
ー
ス
図
を
本
文
中
に
示
し
た
。
書
き
込
ま
れ
た
文
字
は
、
丸
数
字
を

振
り
、
対
応
す
る
丸
数
字
ご
と
に
翻
刻
を
示
し
た
。
ま
た
本
誌
口
絵
写
真
に
掲
載

し
た
。
原
本
に
お
い
て
、「
禁
裏
晴
蹴
鞠
記
指
図
」（
口
絵
2
）
は
西
を
上
、「
平

町
祭
参
向
記
指
図
」（
口
絵
3
）
は
北
を
上
と
す
る
が
、
口
絵
は
大
き
さ
を
優
先

し
て
顛
倒
さ
せ
、
口
絵
2
は
北
を
上
、
口
絵
3
は
東
を
上
と
し
た
。

・
そ
の
他
、
適
宜
○
を
付
し
て
注
記
を
示
し
た
。
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七
月

一
日
、
晴
、
早
旦
、
参　

室（足
利
義
政
）

町
殿
、
宅
〔
帰
脱
ヵ
〕後、
奉
拝
尊
神
以
下
、
自
愛
々
々
、
初
秋

朔
、
一
段
珍
重
々
々
、
向
日（勝
光
）野亭

了
、
及
晩
参
内
、
被
下　

天
酌
退
出
、
入
夜
雨
下

雷
鳴
、
終
夜
不
止
、

二
日
、
雨
下
、
未
半
刻
、
大
地
震
、
金
翅
鳥
動
也
、
如
先
年
、
可
恐
々
々
、
終
日
不

止
鳴
動
、
如
雷
、
兵
革
也
、
大
臣
等
有
難⃞
云
々
、
後
可
続
加
占
文
、
依
当
番
参
内
、

三
日
、
晴
、
猶
地
震
、
可
恐
々
々
、
頭（甘
露
寺
親
長
）

弁
有
奉
書
、
七
夕
御
会
事
也
、
続
左
、

「（貼
継
紙
）

　

七
夕
賞
牽
牛
花
各
分
一
字
、

　

右
題
、
七
夕
内
々
御
会
、
可
令
作
進
給
之
由
、
被
仰
下
候
也
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

七
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

親（甘
露
寺
）
長

　
　

蔵（広
橋
綱
光
）

人
弁
殿
」

四
日
、
晴
、
猶
地
震
鳴
動
、

五
日
、

六
日
、

七
日
、
晴
、
早
旦
、
参　

室
町
殿
、
如
例
、
帰
宅
之
後
、
有
嘉
例
祝
、
入〻及
晩
参　

内
、

今
日
愚
作
所
随
身
也
、
入
夜
帰
参
、
依
当
番
也
、
有
御
楽
、
親（伏
見
宮
貞
常
親
王
）

王
御
方
御
参
、
洞
院

前（実
熙
）内府
・
中
御
門
大
納
言
宗（松
木
）
継

卿
、
・
四
条
前（隆
盛
）大納
言
・
今
出
川
大（教
季
）納言
・
新（綾
小
路
有
俊
）

源
宰
相
・

伯（資
益
王
）
三
位
・
基（園

）有
朝
臣
・
頭
中
将
資（平
松
）継朝
臣
・
顕（山
科
）言朝
臣
・
公（橋
本
）国朝
臣
・
房（四
条
）郷朝

臣⃞
・

季（四
辻
）春朝
臣
・
公（正
親
町
）
澄
朝
臣
等
参
祗
、
及
暁
鐘
事
終
、
四
辻
前（祐
衡
、季
保
）

大
納
言
入
道
・
新（日
野
勝
光
）

中
納
言

等
密
々
見
物
、
頭
弁
以
下
祗
候
、
詩
歌
御
懐
紙
押
而
申
出
可
加
一
見
、
乞
功〻巧
奠
如

例
、
極
﨟
源
政（五
辻
）仲申
沙
汰
、
執（一
条
兼
良
）

柄
愚
作
内
々
入
見
参
了
、

　
　

秋
日
同
賦
七
夕
賞
牽
牛
花
、
一〻各
分
一
字
、

　
　
　
　
　
　
　
　

一
首
探
得
花
字
、

　
　
　
　
　
　

蔵
人
権
右
中
弁
藤
原
綱
光

　

銀
河
耿
々
暁
光
斜
、
帯
露

　

新
開
碧
玉
花
、
故
輿
郎

　

星
同
令
称
、
天
孫
亦
得

　

賞
心
嘉
、

「（裏
書
）七日

、
晴
、
入
夜
男（光
慶
カ
）

子
誕
生
、
平
安
云
々
、
所
□
愛
0
1
2
」

八
日
、
晴
、
未
刻
計
参　

内
、為御
沙
汰
、

依
有
一
献
也
、
万
里
少
路
前（時
房
）内府
・
三
条
前（公
保
）内府
・

中
御
門
大
納
言
・
帥
大
納
言
実（三
条
）

雅
卿
、

　
　
　

・
正
親
町
大（持
季
）納言

・
藤
中
納
言
資（烏
丸
）

任
卿
、

　
　
　

・
三
条
中（公
綱
）納

言
・
中
山
中（親
通
）納言
・
万
里
少
路
中（冬
房
）納言
・
新
中
納
言
勝（日
野
）

光
卿
、

　
　
　

・
右
衛
門
督
雅（飛
鳥
井
）

親
卿
、

　
　
　
　

・

菅（高
辻
長
郷
）

宰
相
・
冷
泉
前（永
基
）宰相
・
伯
三
位
・
源
宰
相
政（庭
田
）

賢
卿
、
・
頭
弁
親（甘
露
寺
）
長
朝
臣右中
弁・
教（勧
修
寺
）
秀
朝
臣
・

忠（白
川
）富朝

臣
・
顕（山
科
）言朝

臣
・
為（五
条
）賢朝

臣
・
雅（庭
田
）行朝

臣
・
教（滋
野
井
）

国
朝
臣
・
予
・
橘
以
（
薄
）量

等
祗

候
、
及
暁
鐘
入
御
、
人
々
分
散
、
有
三
十
首
当
座
御
短
尺
、
予
一
首
詠
進
了
、
講
師

季（四
辻
）春朝
臣
、
凡
可
謂
散
々
歟
、
更
読
様
不
常
、
記
無
益
、

九
日
、

十
日
、
晴
、
及
晩
雨
下
、
為（冷
泉
）富朝
臣
入
来
、

十
一
日
、

十
二
日
、
晴
、
早
旦
参
瑞
雲
院
、
云
贈
〔
曽
〕祖
父
御
月
忌
、
云
先
公
御
月
忌
并
浄（広

橋
阿
婦
兼
尊 

霊丸、綱
光
父
兼
郷
ノ
男
、文
安
四
年
七
月
十
二
日
没
）

、
旁
以
今
日
如
例
年
所
致
沙
汰
施
我
〔
餓
〕鬼
一
会
也
、
洪
珠
長
老
以
下
十
五
人
計
也
、

念
珠

〔
誦
〕一
段
後
帰
蓽
、
雖
当
番
一
日
憚
之
間
不
参
、

十
三
日
、

十
四
日
、
晴
、
後
瑞
雲
院
御
月
忌
如
例
、
及
晩
参
廬
山
寺
、
為
御
焼
香
也
、
当
年
不

参
泉
誦
〔
涌
〕寺
、
依
子
細
也
、
遺
根
〔
恨
〕々

々
、
直
参
瑞
雲
院
如
例
、

十
五
日
、
及
晩
雷
雨
、
則
晴
天
、
早
旦
参
瑞
雲
院
、
如
例
、
宅
寿
域
、
念
珠
〔
誦
〕之
後
、

慈（豊
子
女
王
）

母
光
浄
〔
臨
ヵ
〕、
有
盃
酒
、
如
嘉
例
、
併
含
万
歳
気
味
者
也
、
幸
甚
々
々
、

十
五
日
、
晴
、
今
日
放
生
会
御
点
申
出
、
方
々
遣
一
通
了
、
忘
他
事
者
也
、

「（裏
書
）十五
日
、

　

�

送
荷
飯
・
竹
葉
等
於
□
□
黄
門
、
是
又
併
期
万
歳
嘉
例
、
珍
重
々
々
、
又
自
摂
津 

入
道
嘉
酒
送
給
、
殊
祝
着
所
自
愛
也
、」

　

宰（中
院
通
秀
）

相
中
将
・

（
綱
光
曾
祖
父
広
橋
仲
光
、応
永
十
三
年
二
月
十
二
日
没
）

（
綱
光
父
兼
郷
、文
安
三
年
四
月
十
二

日
没
）

（
綱
光
祖
父
兼
宣
、
永
享
元
年
九
月
十
四
日
没
）

（
常
承
、
満
親
）
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十
六
日
、
晴
、
放
生
会
申
沙
汰
之
外
無
他
、

十
七
日
、
晴
、
依
当
番
参
内
、
入
夜
帰
参
、

十
八
日
、
晴
、
御
霊
祭
礼
無
為
云
々
、
依
召
参　

内
、
頭
弁
以
下
祗
候
、
為
祭
礼
上

覧
、
出
御
長
橋
局
、
如
毎
年
、
人
々
祗
候
、
入
夜
御
燈
呂
之
有
御
公
事
、
予
一
拝

領
、
退
出
、

十
九
日
、

廿
日
、

廿
一
日
、

廿
二
日
、
時
々
雨
下
、
今
日
密
々
参
詣
西
七〻八
条
寺
、
是
霊
仏
弥
施
〔
陀
〕御
座
之
間
、
為
奉

頂
載
〔
戴
〕也

、
面
々
令
同
道
中
、
於
彼
寺
辺
、
有
盃〻荷
酒
興
、
帰
路
次
七
条
道
場
参
詣
、
慧

聖
院
御
管
領
地
内
之
間
、
有
種
々
盃
酒
、
及
晩
帰
宅
、
是
誠
西
方
極
楽
之
弥
施
〔
陀
〕尊

也
、
可
貴
可
憑
々
々
々
々
、
入
夜
、
当
番
之
間
参　

内
、

廿
三
日
、

廿
四
日
、

廿
五
日
、

廿
六
日
、

廿
七
日
、

廿
八
日
、

廿
九
日
、

卅
日
、
晴
、
方
々
明
日
朔
礼
少
々
遣
了
、

　
　
　

八
月

一
日
、
晴
、
早
旦
参　

室（足
利
義
政
）

町
殿
、
朔
礼
如
例
年
進
上
、
珍
重
々
々
、
及
晩
参　

内
、

今
日
不
思
儀
物
共
取
集
有
閣
〔
鬮
ヵ
〕事
、
不
無
其
興
、

二
日
、

三
日
、
晴
、
自　

室
町
殿
御
還
礼
拝
領
、
則
参
御
礼
、
今
日
女（摂
津
満
親
ノ
女
）

中
吉
日
間
入
来
、
万

歳
々
々
、
祝
着
所
自
愛
也
、

四
日
、

五
日
、
晴
、
入
夜
参
内
、
有
御
和
漢
一
折
、

六
日
、
晴
、
及
暁
鐘
慈（豊
子
女
王
）

母
御（白

川
資
忠
ノ
室
）

母
堂
生
年　
八
十
、
数
日
御
利
〔
痢
〕病
既
以
令
薨
去
給
、
驚
悲
無
極
、

則
密
々
被
出
申
瑞
雲
院
、
慈
母
・
西
堂
等
同
渡
御
、

七〻八
日
、
晴
、
暁
天
薨〔葬
ヵ
〕送、
御
庵
達
御
出
、
慈
母自今
日
々
数
中
、
可
有
伏
見
行
蔵
庵
御

座
由
云
々
、
抑
放
生
会
申
沙
汰
与
奪
頭（甘
露
寺
親
長
）

弁
了
、
大
略
入
魂
了
、

十
五
日
、
天
陰
、
雨
下
、
明
月
宴
光
無
益
、
此
両
三
年
如
此
、
何
宴
席
可
無
無
念
望

哉
、
終
日
有
和
漢
百
韻
、
又
入
夜
有
連
歌
百
韻
、
不
無
其
興
々
々
々
々
、
抑
今
日
自

上（日
野
重
子
）

様
告
朔
御
還
礼
拝
領
、
尤
雖
可
参
賀
放
生
会
也
、
公
武
御
神
事
間
、
軽
服
暇
中
令

斟
酌
了
、

十
六
日
、
晴
、
及
晩
雷
雨
下
、
参　

室
町
殿
、
上
様
御
返
畏
存
之
由
為
申
入
也
、
向

日
野
黄
門
亭
、
終
日
雑
談
、
抑
放
生
会
延
引
之
由
有
其
聞
、
山
中
有
死
人
出
来

云
々
、
驚
存
之
外
無
他
、
委
可
尋
記
、

十
八
日
、
雨
下
、
御
霊
祭
礼
無
為
云
々
、

十
九
日
、

廿
日
、

廿
一
日
、

廿
二
日
、

廿
三
日
、
晴
、
修
南
院
僧（光
政
）都有
音
信
云
、
一（教
玄
）乗院
御
遂
〔
逐
〕電
、
結
句
修
南
院
中
童
子
供

奉
東
国
方
云
々
、
希
代
珍
事
也
、
南
都
訴
訟
及
重
事
、
去
廿
一
日
申
刻
神
宅
〔
託
〕条
々
、

第
一
兵
庫
関
任
涯
意
管（畠
山
持
国
）

領
申
沙
汰
間
、
急
々
神
木
御
入
洛
事
可
経
栄
〔
営
〕之
由
也
、
則
応

其
儀
云
々
、
驚
存
外
無
他
、
可
恐
可
貴
々
々
々
々
、

廿
四
日
、
晴
、
参
殿（一
条
兼
良
）

下
、
依
江
次
第
御
談
儀
也
、

廿
五
日
、
晴
、
参
伏
見
慈
母
御
座
所
、
於
山
上
有
酒
興
、
及
晩
帰
宅
、
大
宮
御
庵
達

御
出
、
心
静
申
奉
給
了
、
入
夜
暁
鐘
程
西
殿
有
小（ア
キ
マ
マ
）

　

事
、
雖
然
無
殊
事
、
神
妙
々
々
、

去
年
有
此
事
、
又
及
度
々
、
不
外
人
及
窮
明
、
定
就
大
小
事
何
達
其
望
候
哉
、
仰
神
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助
者
也
、
可
貴
也
、

廿
六
日
、
雨
下
、
数
日
陰
晴
不
同
、
希
代
天
命
歟
、
仍
又
被
行
与
雨
奉
幣
、
上
卿
日

野
中（柳

原
資
綱
）

納
言
、
奉
行
頭
弁
親
長
朝
臣
云
々
、
先
日
被
付
行
駒
引
云
々
、
珍
重
々
々
、

廿
七
日
、
晴
、
軽
服
以
後
今
日
初
参
内
、
神
木
御
入
洛
事
有
御
沙
汰
、
条
々
有
希
事

云
々
、
可
恐
可
貴
々
々
々
々
、
管
領
以
五
人
使
有
伝
奏
談
合
子
細
云
々
、
入
夜
帰
参
、

廿
八
日
、
雨
下
、

廿
九
日
、
雨
下
、
風
急
、
参
日
野
黄
門
亭
、
就
家
領
事
有
談
合
事
、
直
参
御
局
、
被

仰
云
、
今
夜
可
祇
候
云
々
、
畏
存
之
由
申
入
了
、
入
夜
参
内
、
早
朝
参
殿
下
、
依
江

次
第
御
談
儀
也
、
大
臣
家
大
襲
〔
饗
〕・

叙
位
談
也
、
前
大
納
言
資
（
町
）広

卿
、 

・
新
大
納
言
持（正
親
町
）

季
卿
、
・
日

野
中
納
言
資
綱
卿
、
・
顕（山
科
）言朝
臣
・
長（大
宮
）興宿
禰
・
宗（清
原
）賢・
康（中
原
）富等
有
此
席
、
神
木
■入
洛
事

有
沙
汰
、
来
月
二
日
移
殿
、
可
有
渡遷
御座
之
由
聞〻有
其
説
、
珍
事
可
驚
可
恐
々
々
々
々
、

　
　
　

九
月

一
日
、晴、早
旦
参
室（足
利
義
政
）

町
殿
如
例
、
禁
裏
御
神
事
間
不
参
、
一
昨
日
五
个
条
社春日寺
訴
有
注

進
云
々
、
可
依
御
決
定
歟
云
々
、
軽
服
間
不
奉
拝
尊
神
以
下
、
心
中
祈
心〻念
、向
日
野
黄

門
亭
了
、

二
日
、

三
日
、
晴
、
昨
夜
移
殿
神
木
御
動
座
之
由
、
家（大
中
臣
）
徳
朝
臣
注
進
如
此
、
驚
恐
存
外
無
他

也
、
希
代
之
重
事
也
、
抑
今
日
伏
見
院
聖（文
保
元
年
九
月
三
日
没
）

忌
、
於
長
講
堂
有
御
経
供
養
、
御
導
師 

法（心
承
カ
）
輪
院
也
、
安（澄
光
）居院
依
故
障
之

「（裏
書
）可謂
珍
事
一
通
先
日

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

■
了〻

子三日細
也
、
彼
禅
師
臨
期
違
乱
、
以
外
次
第
也
、
御
教
書
如
例
遣
之
、」

「（貼
継
紙
）
御
祈
祷
事
、
長
日
無
等
閑
候
へ
共
、
此
月
取
分
能
々
御
所
願
成
就
円
満
御
領
等
御

本
腹
〔
復
〕由
、
能
々
祈
念
申
入
候
、
目
出
々
々
、
抑
社
頭
移
殿
昨
夜
二
日
、

　

御
動
座
に
て

御
座
候
、
早
々
無
為
無
事
御
座
候
て
御
本
社
御
か
へ
り
お
祈
念
申
入
候
、
目
出
重

無
為
無
事
由
可
申
上
之
由
可
有
御
披
露
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

九
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
徳

　
　

越
中
入
道
殿

『（綱
光
筆
）
予
如
此
返
報
、

御
状
之
趣
致
披
露
処
、
一
段
之
御
祈
念
目
出
候
、
去
二
日　

神
木
御
遷
座
、
返
々

被
驚
思
食
候
、
早
々
御
帰
座
御
祈
念
候
、
然
而
御
心
中
御
祈
祷
事
候
、
猶
々
一
段

被
憑
申
候
、
能
々
可
有
御
祈
念
之
由
可
申
旨
被
仰
下
候
、
千
祥
万
吉
重
可
申
候
、

恐
々
謹
言
、

　
　
　

九
月
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

景（速
水
）益奉

幣
料
三
十
疋
雖
少
分
旁
所
進
也
、�

』 

　
　
（
切
封
墨
引
）」

四
日
、
少
雨
下
、
家
領
濃
州
宇（武
儀
郡
）
多
院
庄
宝
勝
院
被
出
訴
訟
間
、
為　

室
町
殿
仰
無
相

違
様
可
申
沙
汰
之
由
、
昨
日
以
両
使
被
仰
管
領
云
々
、
祝
着
畏
存
者
也
、
内
裏
女
房

女〔奉
〕書

被
遣
日
野
了
、
旁
以
自
愛
々
々
、
所
令
安
堵
也
、

（
○
『
康
富
記
』
同
日
条
ニ
止

雨
奉
幣
ノ
記
事
ア
リ
）

（
広
橋
綱
子
、

綱
光
祖
父
兼
宣
ノ
女
）

（
浄
誉
、
速
水
信
景
）
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『
享
徳
禁
裏
晴
蹴
鞠
記
』

享
徳
二
年
四
〔
三
〕月

廿
七
日
、
天
晴
、
風
和
、
今
日
於　

禁
裏
有
晴
御
鞠
、　

室（足
利
義
政
）

町
殿
御
参　

内
也
、
奉

行
蔵
人
左
少
弁
経（勧
修
寺
）
茂
、
兼
日
儀
民（中
山
親
通
）

部
卿
令
伝
奏
云
々
、
午
下
刻
計
着
束
帯
参
内
、
拝

賀
後
朝
由
也
、
已
人
々
参
集
、
頃
之
予
・
民
部
□〔卿
カ
〕同道

参　

室
町
殿
、
今
日
扈
従

予
・
教（滋
野
井
）
国
朝
臣
・
永（高
倉
）継朝
臣
等
也
、
前
駈
二
人
、
相（惟
宗
）豊朝
臣
・
頼（高
階
）弘、
騎
馬
、
布
衣

侍
二
人
、
同
騎
馬
、
未
刻
御
出
、
予
候
御
簾
、
於
中
門
御
乗
車
、
如
此
間
教
国
朝
臣

御
沓
役
、
永
継
朝
臣
御
釼
役
也
、
於
四
足
外
予
以
下
乗
車
、
予
為
第
一
■間
下
簾
、
自

武
者
少
路
至
今
出
川
一
条
、
於
釘
抜
内
御
下
車
、
自
唐
門
直
渡
御
直
廬
、
長
橋
局
、
参
会

輩
自
殿
上
堂
上
、
予
着
小
板
敷
、
公
卿
済
々
有
殿
上
、
然
教
国
朝
臣
等
経
予
後
往
入
、 

尤
狼
藉
至
也
、
左（甘
露
寺
親
長
）

大
弁
宰
相
於
年
中
行
事
辺
被
招
予
、
々
起
座
立
寄
処
、
貫
首
有
小

板
敷
、
雲
客
為
其
煩
、
中
々
便
宜
所
可
然
歟
云
々
、
尤
然
、
芳
志
至
也
、
頃
之　

室

町
殿
御
参
常
御
所
、
有
一
献
、
親（伏
見
宮
貞
常
親
王
）

王
御
方
同
御
参
、
良
久　

室
町
殿
御
退
出
、
渡
御

直
廬
、
予
同
参
候
、
永
継
朝
臣
為
鞠
足
間
、
御

釼
予
■
可
存
知
故
也
、

先
之
永
継
朝
臣
持
参
御
具
足
調
御
足
、
予
持

御
釼
祗
候
庭
上
、
日（烏
丸
資
任
）

野
大
納
言
・
中（日
野
勝
光
カ
）

納
言
・
前（高
倉
永
豊
）

藤
宰
相
等
祗
候
、
鞠
足
公
卿
・
殿
上

人
殿
上
西
方
停
立
、
此
間
主（後
花
園
天
皇
）

上
出
御
簾
中
云
々
、
次
賀
茂
党
九
人
着
円
座
、
北
上
東
面
、

下
﨟
北
面
、

次
親
王
御
方
自
北
方
御
着
座
、
南
上
西
面
、
次
前（近
衛
房
嗣
）

関
白
・
内（一
条
教
房
）

大
臣
等
入
屏
中
門
着
座
○
紙

継
目

ニ
一
行
分
残

画
ア
リ
、

給
、
南
上
西
面
、

親
王
次
畳
、
次
室
町
殿
御
着
座
、
東
上
南
面
、
次
帥（正
親
町
三
条
実
雅
）

大
納
言
以
下
次
第
着

座
、
東
上
南
面
、
帥
大
納
言

大
納
言
殿
次
畳
着
也
、
次
教
国
朝
臣
・
永
継
朝
臣
・
雅（飛
鳥
井
）
康
朝
臣
等
着
紫
畳
、
北
上
東
面
、

鞠
足
以
扇
持
左
手
重
左
足
上
、

飛
鳥
井
中（雅
親
）納言
説
也
、
大
略
同
之
、
蔵
人
橘
以（薄
）

量
進
出
、
撤〻
置
鞠
於
懸
中
退
、
次
有
露
払
、
賀
茂
党
八
人
立
懸
本
、
下
﨟
上
之
、

下
﨟
宮（賀
茂
）
久
県
主
、

一
人
則
立
替
、

不
経
時
刻
止
之
帰
着
円
座
、
橘
以
量
如
初
進
出
撤
鞠
、
自
元
不

付
枝
、
日
野
中（勝
光
）納

言
・
予
等
屏
風〻中
門
副
祗
候
見
物
、
武
家
輩
於
後
方
見
物
、
次
見
証
公
卿
関（一
条
兼
良
）

白
以
下
次

第
着
座
、
東
上
北
面
、
其
儀
、
跪
座
前
居
廻
、
持
檜
扇
、
大
略
以
扇
直
沓
、
少
々
以
手
直

沓
、
見
苦
、
西
園
寺
中（実
遠
）納言
・
三
条
前（実
量
）内大
臣
次
畳
着
座
、
不
跪
乍
立
脱
沓
着
座
、

諸
人
微
咲
之
、
次
蔵
人
源
政（五
辻
）仲持
御
鞠
、
二
付
松
枝
、
此
内
一
燻
革
、
一

は
白
、
雅
親
卿
兼
付
之
云
々
、
南
砌
東
簀
子
壁
下

寄
置
之
、
関
白
座

上
也
、
次
出
御
、
御
服
見
左
、
先
関
白
起
座
着
沓
参
進
給
、
候
御
簾
、
其
儀
、
妻

戸
前
被
切

下
簀
子
下
脱
沓
、
令

昇
給
、
被
候
御
簾
、
則
出
御
、
関
白
下
殿
帰
着
座
、
次
雅
親
卿
参
進
跪
御
座
砌
、
蔵
人
左

少
弁
経
茂
持
参
御
具
足
、
自
屏
中
門
参
進
、

雅
親
卿
相
従
也
、
伝
雅
親
卿
、
々
々
々
調
御
足
、
畢
柳
筥
返
経

茂
共
退
、
雅
親
卿
帰
着
本
座
、
経
茂
者
出
屏
中
門
退
、
次
雅
○
紙
継
目
ニ
一

行
分
残
画
ア
リ
、
康
朝
臣
参

進
解
鞠
帰〻置
着〻懸
中
、�

其
儀
、
起
座
斜
南
行
、
於
枝
鞠
下
跪
取
之
、
松
枝
有
左
方
、
跪
巽
松
本
解
落
燻
鞠
、

左
手
持
枝
以
右
手
解
之
、
紙
捻
懐
中
歟
不
見
、
其
躰
少
自（ア
キ
マ
マ
）

　
　

以
上
負
様
也
、　

乍
跪
松

枝
寄
置
松
木
、
二
本
立
合
に
寄
置
也
、
次
取
燻

鞠
置
懸
中
央
、
取
革
有
上
、

跪
松
本
取
枝
鞠
置
本
所
帰
着
座
、
次
主
上
御扇
・

帖
子
御
後

令
置
給
、
令
立
艮
木
南
給
、
次
親
王
御
方
乾
木
東
、
次
前
関
白
艮
木
西
、
内
大
臣
坤
木

東
、

　

室
町
殿
巽
木
西
、
帥
大
納
言
乾
木
南
、
日
野
大
納
言
巽
木
北
、
飛
鳥
井

中
納
言
主
上
御
向
詰
也
、
次
飛
鳥
井
中
納
言
雅
親
卿
、

　
　

上
鞠
、
則
日
野
大
納
言
取
鞠
蹴

之
譲
帥
大
納
言
、
次
第
蹴
之
、�

無〻頃
程〻之
主
上
令
帰
着
御
座
給
、
次
徳
大
寺
大（公
有
）納言
以
下
立
替
蹴
之
、
室
町
殿
猶
令
立

給
、
主
上
二
度
令
立
給
、
御
鞠
二
度
留
木
、
蔵
人
持
棹
落
之
、
不
過
十
四
五
足
無
程

事
畢
、
夕
陽
落
西
山
、
無
謂
無
念
々
々
、
室
町
殿
御
扇
於
懸
本
御
懐
中
、
外
皆
以
置

座
後
、
次
入
御
、
関
白
如
初
候
御
簾
給
、
先
雅
親
卿
如
初
参
進
撤
御
具
足
、
蔵
人
左

少
弁
経
茂
如
初
同
参
進
、
持
参
柳

筥
、

次
人
々
退
出
、
室
町
殿
於
直
廬
御
休
息
、
予
同
祗

候
、
持
御
釼
、
入
夜
又
御
参
常
御
所
及
数
十
献
、
有
楽
、
被
出
御
製
、
室
町
殿
・
飛
鳥

井
中
納
言
同
被
詠
進
之
、
懐
紙
也
、
伯（資
益
王
）
三
位
・
右（山
科
顕
言
）

衛
門
督
候
簀
子
、
軒
台
、
然
間
御

楽
、
主
上
御
琴
、
親
王
御
方
御
琵
琶
歟
、
人
々
有
召
出
、
公
武
細
々
祗
候
輩
計
也
、

帥
大
納
言
・
予
早
速
奏
慶
之
由
申
出
、
公
私
感
悦
有
気
味
、
芳
志
所
祝
着
也
、
暁
天

時
分
御
退
出
、
於
直
廬
有
御
湯
漬
以
下
、
予
以
下
扈
従
如
初
、
則
帰
参　

内
、
無
為

珍
重
趣
申
入
退
出
、

抑
五
位
職
事
手
長
可
■存知
六
位
蔵
人
之
由
、
頻
奉
行
臨
期
申
所
存
、
六
位
輩
又
以
近
代

儀
不
応
所
役
、
已
時
刻
相
移
、
執
柄
被
仰
云
、
出
納
等
不
祗
候
、
只
内
々
閑
所
御
具

大（足
利
義
政
）

納
言
殿
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足
可
持
雑
色
男
由
被
仰
含
間
、
屏
中
門
辺
経
茂
取
御
具
足
持
参
、
希
代
為
珍
事
、
廻

案
、
六
位
当
時
五
位
職
事
不
手
長
、
不
可
説
過
分
儀
也
、
但
臨
期
申
所
存
条
、
奉
行

職
事
未
続〔練
カ
〕次第

也
、
彼
此
晩
成
不
幾
日
暮
、
可
○
紙
継
目
ニ
一

行
分
残
画
ア
リ
、
惜
々
々
、
将
又
御
具
足

雑
色
男
持
事
希
代
珍
事
也
、
何
兼⃞
日
無
沙
汰
哉
、
先
規
非
職
四
位
五
位
持
参
歟
、
可

勘
見
、
貫
首
調
御
足
例
有
之
、
貞
治
二
、

　
　
　

然
者
六
位
蔵
人
可
随
所
役
歟
、
但
貞
治
度
依

鞠
足
也
、
旁
以
今
日
儀
未
尽
也
、
今
度
儀
応
永
二
年
御
例
云
々
、
貞
治
有
初
度
晴
御

鞠
、
衣
被
物
語
見
之
、
是
後（二
条
良
基
）

普
光
園
院
関
白
令
作
給
、

　
　
　

今
日
人
々
装
束
事

主
上
、
御
直
衣
、
半
色
御
指
貫
、
窠
霰
文
、
無
文
燻
革
御
襪
、
有
伏
組
、

　

式
貞
常
、部
卿
親
王
、
直
衣
、
薄
色
指
貫
、
雲
立
湧
文
、

有
文
紫
革
、
縫
物
、

　

前
関
白
、
直
衣
、
有
文
紫
革
、
縫
物
、	

内
大
臣
、
衣
冠
、
錦
革
、

　

室
一
位
大
納
言
殿
、

町
殿
、
直
衣
、
薄
色
御
指
貫
、
鳥
多
須
幾
浮
文
、

有
文
紫
革
、
縫
物
、
菊
折
枝
、
有
伏
組
、
今
度
自
禁
裏
被
進
之
、

　

帥
実
雅
卿
、大
納
言
、
直
衣
、

有
文
紫
革
、	

徳公有
卿
、大寺
大
納
言
、
直
衣
、

藍
白
地
、

　

日
資
任
卿
、野
大
納
言
、
直
衣
、

錦
革
、	

今
教
季
卿
、出
川
大
納
言
、
衣
冠
、

錦
革
、 　
　
　
　
　

今
度
被
聴
之
、

　

三
公
綱
卿
、条

中
納
言
、
直
衣
、

錦
革
、
今
度
被
聴
之
、	

飛
雅
親
卿
、鳥

井
中
納
言
、
衣
冠
、
汗
取
帷
、
浅
黄
、
織
物
、
指
貫
、
有
文

紫
革
、
縫
桐
唐
草
、
有
伏
組
、
自
室
町
殿
被
下
之
、

　

左
親
長
卿
、大
弁
宰
相
、
直
衣
、
藍
白
地
、

　

園
基
有
卿
、宰

相
、
衣
冠
、
藍
白
地
、	

右
顕
言
卿
、衛

門
督
、
衣
冠
、

藍
白
地
、

　

公（正
親
町
）

澄
朝
臣
、
衣
冠
、
藍
白
地
、

　
　
　

殿
上
人

　

教
国
朝
臣
、
衣
冠
、

藍
白
地
、	

永
継
朝
臣
、
衣
冠
、

藍
白
地
、

　

雅
康
朝
臣
、
衣
冠
、

錦
革
、
自
室
町
殿
被
下
之
、

　
　
　

賀
茂
党

　

夏
久
県
主
、
錦
革
、	

勝
久
県
主
、
藍
白
地
、

　

秀
久
ヽ
ヽ
、
錦
革
、	

益
久
ヽ
ヽ
、
以
下
皆
藍
白
地
、

以
上
衣
冠
、

　
　
　

見
証
公
卿

　

関
白
、
平
絹
直
衣
、
指
貫
、	

左
大
臣
、
直
衣
、

　

右
大
臣
、
衣
冠	

武
公
保
公
、者
少
路
前
内
大
臣
、
平
絹
直
衣
、

白
綾
指
貫
、

　

三
実
量
公
、条
前
内
大
臣
、
　
直
衣
、	

西
実
遠
卿
、園
寺
中
納
言
、
直
衣
、
今
度
被
聴
之
、

重
紅
単
、

房（近
衛
）

嗣
公
、　

教（一
条
）

房
公
、　

兼（一
条
）

良
公
、 

房（鷹
司
）

平
公
、 

持（二
条
）

通
公
、　

（
●
こ
こ
に
指
図
1
）
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①
北　
　

②
勾
当
局
／
直
廬
也　
　

③
七
間
台
屋　
　

④
親
王
道　
　

⑤
帥
大
納
言
以
下　
　

⑥
小
文
畳　
　

⑦
室
町
殿　
　

⑧
小
文
畳　
　

⑨
内
大
臣
／
前
関
白　
　

⑩
親
王　
　

⑪
殿
上
／
人　
　

⑫
紫
畳　
　

⑬
人
々
見
物
／
所　
　

⑭
西　
　

⑮
武
家
／
輩　
　

⑯
賀
茂
輩　
　

⑰
屏
／
中
門　
　

⑱
円
座　
　

⑲
枝
鞠
解
所　
　

⑳
飛
鳥
井
中
納
言　
　

㉑
松　
　

㉒
内
大
臣　
　

㉓
取
枝
鞠
道　

雅
康
朝
臣
也　
　

㉔
枝
鞠
道
○
コ
ノ
三
字
抹
消
セ
ラ
ル
、
傍

ニ
抹
消
セ
ラ
ル
ル
線
ア
リ
、

㉕
帥
大
納
言　
　

㉖
楓　
　

㉗
親
王　
　

㉘
前
関
白　
　

㉙
松　
　

㉚
主
上　
　

㉛
日
野
大
納
言　
　

㉜
松　
　

㉝
室
町
殿　
　

㉞
男
末　
　

㉟
遣
戸　
　

㊱
悉
垂
／
御
簾　
　

㊲
遣
戸　
　

㊳
御
湯
殿
上　
　

㊴
東　
　

㊵
西
面
繧
繝
御
座
御
着
座　
　

㊶
切
板
敷
也　

㊷
御
簾　
　

㊸
妻
戸　
　

㊹
儀
〔
議
〕定

所　
　

㊺
遣
戸　
　

㊻
小
文
畳　
　

㊼
中
納
言
座　
　

㊽
小
文
畳　
　

㊾
関
白
以
下
座
也　
　

㊿
枝
鞠
置
所　
　

�
殿
上　
　

�
妻
戸　
　

�
南
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今
日
御
製

つ
き
せ
め
や
八
百
万
代
に
あ
ま
り
て
も
け
ふ
の
四
も
と
の
春
の
た
め
し
は

　
　

室
町
殿

や
を
万
色
も
か
は
ら
し
い
に
し
へ
を
う
つ
せ
る
け
ふ
の
庭
の
四
も
と
は

　
　

飛
鳥
井
中
納
言

い
に
し
へ
も
よ
も
と
の
木
々
の
春
の
花
身
に
あ
ま
り
ぬ
る
け
ふ
の
め
く
み
は

一
、
今
日
一
献
折
以
下
事
、
万〻一向
禁
裏
御
沙
汰
也
、

帥
大
納
言
・
日
野
大
納
言
・
伯
三
位
等
折
榼
等
進
上
、
前
藤
宰
相
押
物
進
上

云
々
、
伯
卿
は
応
永
二
年
例〻以
例
進
上
云
々
、
件
度
一
向
一
献
申
沙
汰
也
、

「（奥
書
、別
筆
）

�

右
享
徳
三〻二
年
四
月
禁
裏
晴
御
鞠
引
接
院
内
府
綱
光
公
、
自
記
、
今
度
加
修
覆
、
不
可
出

閫
外
者
也
、

　
　
　

明
和
九
二
十
四�

八
座
左
大
丞
（（
柳
原
紀
光
）

花
押
）　

「（朱
方
印
）
藤
原
紀
光
」」 

 『
綱
光
公
平
野
祭
参
向
記
』

享
徳
二
年
四
月
別
記

九
日
、
晴
、
平
野
祭
也
、
依
予
分
配
参
向
畢
、
朝
間
兼（卜
部
）種宿
祢
示
送
云
、
少
有
違
乱

事
、
未
刻
可
参
向
云
々
、
可
得
其
意
由
、
返
答
了
、
未
下
刻
計
参
社
頭
、
駕
文 

車
、小八
葉不
所
持
故
也
、
不
可
為
例
、
於
鳥
下〻居
下
車
弁
自
東
鳥
居
下
車
也
、
雖
然
車
路

難
治
云
々
、
仍
於
南
鳥
居
下
車
、
処
、上卿於
車
裏

被
待
予
歟
、
仍
先
下
車
了
、
上
卿
同
下
車
、
以
雑
色
男
、
内
々
問
諸
司
具
否
、
内
侍

不
参
、
史
同
不
参
云
々
、
予
入
東
面
門
南
路
之
西
辺
停
立
、
西
上
北
面
、
外
記
中
原
康

顕
列
立
、
上
卿
引裾
、
向
予
答
揖
、
予
・
外
記
等
答
揖
之
後
、
上
卿
被
過
予
前
、
召
使
役

手
水
、

着
座
、
東
上
北
面
、
予
懐
中
笏
手
水
、
主
水
司
官

人
役
之
、
同
着
座
、
北
面
、
上
卿

一
列
也
、

次
外
記
着
座
、
上
卿
之

後
也
、

北面
、
次
召
使
着
座
、
此
間
供
例
神
膳〻供
云
々
、
次
供
神
膳
、
次
申
祝
、
次
廻
神
馬
、
三疋
、

可
為
八
疋

也
、
置
鞍
、
「
次
」
○
底
本
挿
入
文
「
次
廻
神
馬
」
ノ

前
ニ
ア
リ
、
意
ニ
ヨ
リ
改
ム
、

上
卿
召
々
使
、
大
蔵
省
事
歟
、
次
寮
官
持

参
蘰
木
綿
、
事〻
上
卿
懸
冠
巾
、
予
取
之
懸
之
、
外
記
同
之
、
次
上
卿
以
下
前
置
饗

膳
、
大
膳
職
也
、
先
勧
盃
、
造
酒
司
役
之
、
上
卿
被
目
予
、
受
酒
飲
之
、
次
持
来
予
前
、 

予
置
笏
取
盃
受
酒
、
如
飲
シ
テ
棄
澆
濁
、
返
盃
於
造
酒
司
、
至
外
記
等
前
、
次
上
卿

以
下
立
箸
、
予
同
立
之
、
立
箸
後
不
取

笏
、
定
事
也
、
次
二
献
、
次
三
献
、
以
上
如
初〻一
献
、
凡
可
為
一
献
由
、
上

卿
兼
被
命
者
、
然
而
造
酒
司
二
三
献

勧
之
、
仍
上
卿

行
之
、
有
其
興
、
次
上
卿
召

〻

〻

〻

外
記
起
座
、
就
軾
覧
見
参
於
上
卿
、
杖
、
上
卿
披
見
畢
、
持

空
杖
外
記
退
、
上
卿
乍
座
見
参
給
予
、
々
少
居
寄
取
之
、
先
抜
箸
持
笏
、
次
取
副
笏
、 

揖
起
座
着
沓
、
又
揖
、
如
初〻例
、退
返
見
参
於
外
記
、
上
卿
同
起
座
退
出
、
先
上
卿
以
召

使
召
外
記
、
被
仰
見
参
事
也
、
立
箸
後
不
取
笏
条
定
事
也
、
然
而
上
卿
不
然
、
為
家

説
歟
、
可
尋
兼
種
宿
祢
等
、
出
向
無
為
珍
重
之
趣
、
上
卿
・
予
等
謝
了
、
乗
車
詣
北

野
社
、
心
静
祈
念
、
■参向
時
、
於
北
野
社
神〻御
前〻融
可
下
車
由
相
存
処
、
自
然
亡
〔
忘
〕却
過
了
、
定〻尤
神

慮
可
恐
々
々
、
直
参
内
、
同
臨
時
祭
依
陪
膳
也
、
奉
行
蔵
人
左
少
弁
経（勧
修
寺
）
茂
也
、
遅
参

間
、
予
先
参
御
前
、
入
可

夜
由
奉
行
今
朝
申
入
由
、
有　

勅
定
、
尤
無
沙
汰
也
、
何
真

西
園
寺
中（実
遠
）

納
言
、
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実
之
刻
限
不
相
触
哉
、
就
舞
御
覧
等
事
被
仰
下
子
細
有
之
間
、
至
出
御
祗
候
畢
、
頃

之
経
茂
参
仕
、
使
中〻少
将
定（松
殿
）輔朝
臣
同
祗
候
、
縫
腋
也
、
帯
釼
、
此
祭
礼
必
魚
袋
并
巡

方
帯
、
定
事
歟
、
今
夜
不
然
、
不
審
、
事
具
簾〻後
出

〻

御
、
御
装
束
如
例
、
先
予
懸
裾
、

　
　
　

褰
御
簾
、
跪
、
三
許
巻
之
後
、
次
第
起〻立揚巻

之
、
引
上
御
簾
自
西
妻
出
御
也
、
次
宸
儀西面
、着
御
々
座
、

 

予
縿
居
御
裾
、
下
簀
子
、
尚
御
眼
路
跪
居
退
、
則
持
参
御
笏
筥
、
引
裾
、　

主
上
令
取

御
笏
給
後
、
以
空
筥
退
返
六
位
蔵
人
、
橘
道
〔
通
〕任

、

　
　

 

「
次
供
御
贖
物
、
予
取
人
形
、
蔵
人
伝
之
、

其
儀
右
手
ニ
高
坏
ヲ
持
、
左
手
ニ
テ
ヲ
シ
キ
ヲ
持
也
、
為
不
落
也
、
経
茂
取
散
米
相

随
、
予
跪
御
前
、
先
置
人
形
、
御
左
方
、

　
　
　

次
経
茂
長
押
上
懸
膝
、
予
伝
取
散
米
、 

同
置

御
前
、
御
右
方
、
退
去
、」
○
底
本
後
段
ヨ
リ
挿
入
、
挿
入
文
ノ

末
尾
不
明
、
姑
ク
左
ノ
如
ク
認
ム
、　

次
宮
主
進
大
麻
、
予
取
之
、
持

参
御
前
、
予
乍
持
手
奉
指
出
、

主
上
令
御
吻
給
了
、
次
大
麻
返
宮
主
、
近
代
西
高
欄
下
、

随
便
宜
也〻歟
、　〻

次
宮
主
御
禊
畢
、
予
・
経

茂
如
初
参
進
、
撤
御
贖
物
退
、
次
使
就
案
下
、
次
主
上
御
拝
、
両
段
再

拝
、

次
使
置
幣
抜

笏
退
出
、
次
予
如
初
持
参
御
笏
筥
、
給
御
笏
退
、
返
蔵
人
如
初
、
次
入
御
、
予
裾
持

手
、
如
初
褰
御
簾
、
尤
可
懸
裾
也
、
早
速
入
御
間
持
手
、
是
又
無
子
細
也
、
毎
事
初

度
参
役
無
為
、
所
自
愛
也
、
頃
之
退
出
、
使
内
々
給
宣
命
、
参
社
頭
、
宣
命
上
卿
不

参
故
也
、

　
　

�

抑
予
経
茂
示
云
、
陪
膳
取
人
形
持
参
御
前
時
、
役
送
持
散
米
、
先
跪
簀
子
、
人

形
置
了
程
、
役
送
長
押
上
懸
膝
、
伝
陪
膳
条
、
可
宜
歟
、
日
来
予
存
知
此
旨

処
、
自
然
亡
〔
忘
〕却
了
由
、
加
口
舌
、
左
少
丞
誠
可
然
由
返
答
、
今
日
如
此
役
送
進

退
了
、
叶
理
者
也
、

　
　

�

安
貞
二
年
御〻

也
、

　
　

�

将
又
近
代
参
向
儀
不
審
間
、
左（万
里
小
路
冬
房
）

衛
門
督
注
一
紙
相
給〻尋
処
、
彼
卿
為
弁
官
参
向
時

記
等
、
密
借
給〻給
、仍
所
写
続
加
也
、

�

左
衛
門
督
藤
冬（万
里
小
路
）

房
卿
記

文此時
自
中
央
雨
儀
、

安
三
年
十
一
月

八
日
、
陰
晴
不
定
、
時
々
雨
下
、
早
旦
行
水
、
解
除
、
午
刻
許
出
立
、
於
門
外
乗

車
、
参
社
頭
、
於
一
鳥
居
前
税
駕
、
近
代
鳥
居
顛
倒
無

之
、
以
榊
立
其
跡
、
上
卿
遅
参
之
間
、
暫
在
車
中
、

此
間
遣
雑
色
於
社
頭
、

催
遅
参
之
諸
司
、

頃
之申刻
許
、
上
卿
参
入
、
久
我
中
納
言
通
尚
卿
、

　
　
　
　
　
　
　
　

仍
予
先
下
車
参
社
頭
、
外
記
・

史
猶
遅
参
、
上
卿
又
被
参
社
頭
、
上
卿
・
予
於
幣
殿
辺
相
待
外
記
・
史
・
内
侍
等
、

酉
刻
許
内
侍
車
参
入
、
寄
立
内
侍
屋
前
、
先
之
上
卿
有
私
奉
幣
、
拝
之
時
不
着
頭
於

地
、
持
幣
跪
許
也
、
家
説
歟
、
可
尋
、

予
・
外

記
・
史
等
列
立
南
之
路
之
西
辺
、
西
上
北

面
、

上
卿
向
予
一
揖
、
予
答
揖
、
上
卿
以
下
着

勅
使
殿
座
、
近
代
無
此
屋
、

地
上
敷
座
、

上
卿
東
、
弁
西
、
上
卿
之
西
方
也
、
外
記
・
史
其
後
也
、

召
使
外
記
・
史
後
、
以
上
東
上
北
面
、
上
卿
以
下
座
定
後
、
社
司
等
黄
衣
神
人
、

　
　
　
　

供
神

膳
、
次
祝
、
神
主
兼（卜
部
）

尚
宿
祢
・
息
子
兼
種

両
人
相
分
、
着
南
北
祝
師
座
、
此
間
雨
脚
頻
湿
衣
形
之
間
、
可
為
雨
儀
之
旨
、

外
記
・
史
申
請
之
間
、
上
卿
同
許
諾
、
仍
自
下
﨟
起
座
、
雨
儀
之
時
上
卿
以
下
座
儲

内
侍
屋
云
々
、
仍
進
装
之
、
上
卿
・
弁
座
一
列
、
北
上
西
面
、

　
　
　
　

外
記
・
史
座
、
東
上
北
面
、

　
　
　

召
使
、
東
面
、

　

内
侍
車
退
北
方
、
為
上
卿
・
弁
着
座
路
、
自
東
着
之
、
外
記
以
下
自
西

着
之
、
各
着
座
了
、
此
間
神
馬
牽
廻
之
、
四
疋
也
、
各
置
鞍
、
古
儀
八
疋
也
、
其
内

四
疋
置
鞍
云
々
、

神
馬

廻
了
、
上
卿
召
々
使
、
仰
蘰
木
綿
事
、此間
内
侍
退
出
、

寮
官
持
参
之
、
懸
上
卿
冠
巾
子
、
不
可
説
男
也
、

　
　
　
　
　

予
取
之
懸
巾
子
、
或
説
ニ
両
方
端
ヲ
結
合
テ
懸
之

云
々
、
今
日
如
常
只
懸
之
了
、
次
大
膳
官
人
着
饗
、
次
勧〻
勧
盃
、
上
卿
目

予
、
飲
之
、
次
予
之
前
に
持
来
、
予
取
之
、
受
酒
飲
之
、
返
盃
、
此
盃
至
外
記
・

史
・
召
使
如
例
、
今
二
献
、
依
上

卿
命
略
之
、

次
箸
下
、
次
上
卿
伏
箸
、
外
記
・
史
等
応
之
、
而
予
不
伏

之
、
退
出
之
時
可
持
之
故
也
、
上
卿

召
々
使
、
仰
見
参
事
、
召
使
仰
外
記
、
々
々
中
原
康
富
持
参
見
参
、
中
古
以
来
不

副
目
六
、

上
卿

披
見
了
忩〻被
返
下
外
記
、
外
記
給
之
退
去
、
次
右
大
史
高
橋
員
識
〔
職
〕退
去
、
次
予
伏
箸
取

笏
退
去
、
揖
等
如
常
、
次
上
卿
退
出
、
依
雨
儀
略
出
立
之
儀
、
或
退
出
之
時
無
歟
、

各
乗
車
帰
路
、
于
時
斜
陽
落
西
山
、

　
　

�
今
日
予
過
北
野
社
御
融
之
時
下
車
了
、
於
竹
鼻
平
野
預
兼
尚
宿
祢
自
後
来
、
予

聊
有
押
車
之
子
細
、
兼
尚
先
可
従
神
役
者
也
、
仍
先
可
進
之
由
、
予
命
之
、
仍

兼
尚
飛
車
過
予
之
車
辺
之
時
、
兼
尚
之
牛
之
胸
カ
ヒ
ニ
手
ヲ
懸
サ
セ
テ
過
了
、

揩
其
礼
歟
、
兼
尚
雖
聴
仙
籍
守
本
帙
〔
秩
〕歟
、
可
謂
神
妙
、

御（藤
原
経
光
）

所
為
如
此
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予
参
向
之
時
、

（
●
こ
こ
に
指
図
2
）

晴
時
儀

宝
徳
元
年
十
一
月
三
日
、
晴
、
未
刻
行
水
、
着
束
帯
、
於
門
外
駕
車
、
小
八
葉
、

　
　

参
向

平
野
社
、
於
北
野
伏
拝
下
車
了
、
次
於
平
野
社
東
向
鳥
居
前
下
車
、
根
本
、
弁
於
此
処
下

車
云
々
、
上
卿
南
鳥

居前
、
上
卿
先
之
参
入
、
出
立
儀
可
略
歟
之
由
被
命
之
間
、
略
了
、
主
水
司
官
人
役
手

水
、
上
卿
、
召
使
役

之
、

予
手
水
司
也
、
次
上
卿
着
座
、
次
予
着
座
、
次
外
記
・
史
・
召

使
等
着
、
東
上
北
面
、
上
卿
・
弁
一
列
、
外
記
・

史
一
列
、
弁
後
方
、
召
使
史
後
、

上
卿
座
前
兼
置
式
筥
、
覧
筥
也
、

　
　

在
軾
、
次
社
家

儀
了
後
、
上
卿
召
々
使
、
召
大
蔵
省
、
申
不
参
之
由
、
次
持
来
葛
蔓
木
綿
、
不
可
説
男

也
、

上
卿
令
彼
懸
冠
、
予
取
之
懸
冠
、
巾
也
、

　

次
社
司
等
供
神
膳
、
次
兼（卜
部
）任朝
臣
外
、
・
兼（卜
部
）香

朝
臣
内
、
申
祝
、
於
南
北
門
前
申
之
、
根
元
者
一
人
■
者
入〻
門
内

歟
、
如
何
、
近
皆
以
外
也
、
次
拍
手
、
次
廻
神
馬
五
个

度
、
神〔馬
脱
カ
〕

三
疋
也
、

甚
不
足
也
、
大
膳
職
居
饗
膳
、
次
造
酒
司
ノ
勧
盃
、
上
卿
目
予
、
即
飲
、
上
卿
飲

了
持
来
予
前
、
予
取
盃
、
不
取
尻
居
、

　
　
　

受
酒
、
飲
マ
ネ
シ
テ
棄
澆
濁
、
返
盃
、
此
盃
至

外
記
・
史
等
前
、
三
献
了
立
箸
、
次
上
卿
以
下
伏
箸
、
取
笏
、

　
　

此
事
一
同
不
可
伏
箸
、

而
近
代
大
略
如
此
、
上
卿
不
及
召
外
記
、
々
々
中
原
康
顕
持
参
見
参
、
上
卿
披
見
了

返
給
外
記
、
々
々
給
之
、
取
副
伏
退
去
、
自
下
﨟
次
第
起
座
退
出
、

今
日
上
卿
三
条
中（公
綱
）納言
、
弁
冬
房
、
少
外
記
中
原
康
顕
、
右
大
史
高
橋
員
職
、
召
使

宗
岡
行〔久
継
〕ヽ、
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①
弁
ハ
於
此
所
可
下
車
歟　

②
鳥
居　

下
車
所　
　

③
先
規
於
此
所
在
出
立
歟　

④
出
立
所　

⑤
内
侍
車　

⑥
土
壇　

⑦
内
侍
屋　

⑧
雨
儀
之
時
用
此
屋　

⑨
上
卿　

⑩
弁　

⑪
外
記　

⑫
史　

⑬
召
使　

⑭
上
卿　

⑮
外
記　

⑯
弁　

⑰
史　

⑱
召
使　

⑲
神
殿　

⑳
西　

㉑
此
座
勅
使
殿
跡
也
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